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本開発品により「突発的な発熱から電子機器を守る」ことに貢献でき
ます。

開発内容
我々はPCM（相変化物質）型蓄熱特性をセラミック部材において実現
し、さらにこのセラミックと金属Cuの高密着結合材を開発しました。
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成果
VO2の蓄熱効果とCuの高熱伝導特性を併せ持つことにより、瞬間的な
過大負荷による発熱を抑制する新たな新素材を開発することに成功し
ました。PCMの熱応答性の指標であります性能指数（熱伝導率×潜熱）
で評価するとVO2/Cuは、パラフィンの約470倍の冷却効果があるこ
とが分かります。
加えて、実用に堪える強度と加工性を得るための微細な微構造を達成
するプロセス開発にも成功しました。

今後の展望
2025年の上市を目指しており、サンプル提供を行っています。

材料開発

近年、電子機器は一層の小型化・高密度化が進み、発熱密度が大きく
なっています。その為、発熱箇所での素早い冷却・放熱のための高度な
熱制御が不可欠です。
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